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は、社会福祉協議会までお問合せ下さい。

目次

2P 地域福祉委員会の活動に期待します 地域福祉委員会活動
ヒント探し講座入門編・実践編・応用編・充実編が閉講

3P 寺井地区民生委員児童委員と福祉推進員合同研修会開催
4P 地域福祉委員会特集　在宅介護者のつどい開催

中学生による「ひな弁当」友愛訪問の実施
5P 心配ごと相談所相談員研修会開催

能美市地域福祉活動計画紹介　事業所紹介　寄付お礼
6P 各相談日のお知らせ　これからの予定

会員会費結果報告
7～8P ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

社会福祉協議会の事業に対するご意見やご要望をお寄せ下さい。

　第1次能美市地域福祉活動計画5年間の最終年度の
活動報告会として、4つのアクションプラン委員会の分
科会（プログラム1～4）と、市民の方々の地域福祉・ボラ
ンティア活動の様子を、自由に見学、参加できる取組み

（プログラム5～15）を開催します。どな
たでも、お気軽にご参加下さい！
　詳しくは、先にご家庭にお配りしたチ
ラシをご覧いただくか、能美市社会福
祉協議会のホームページをご覧下さい。

昨年度の“春 まち ぽかぽか プロジェクト”での浜小学校4年生と車椅子バスケットボールチームとの交歓の様子

よろっさ やろっさ つなごっさ！
まち ぽか ぽか プロジェクト 開催！3/1㊎～3/10㊐
ぽかぽかな輪にお気軽に参加してみませんか

平成24年度

春

地域福祉推進のマスコット
のみんちゃん
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地
域
福
祉
委
員
会
の
活
動
に
期
待
し
ま
す
！

【
入
門
編
】
　（８
／
29
～
11
／
28 

全
５
回
開
催
）

　
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
の
核
と
な
る
活
動
者
を
養
成
す
る
「
入
門
編
」
は
、
８
月
か
ら
始

ま
り
、
地
域
福
祉
の
理
解
と
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
の
意
義
を
学
ぶ
こ
と
を
中
心
に
講
義
と

実
習
を
行
い
、
さ
る
11
月
28
日
㈬
に
閉
講
し
ま
し
た
。
講
座
修
了
者
26
名
は
「
地
域
福
祉
委

員
会
活
動
推
進
員
」
に
登
録
さ
れ
、
今
後
は
、
各
町
会
・
町
内
会
で
の
推
進
役
と
し
て
の
活

動
を
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
入
門
編
修
了
者
の
声
】

＊「
地
域
福
祉
」の
考
え
方
が
理
解
で
き
た
。

自
分
の
出
来
る
範
囲
で
協
力
し
て
い
き
た
い
。

＊
他
町
の
方
々
と
話
し
合
え
た
こ
と
が
一
番
参
考
に
な
っ
た
。

＊
今
後
、
要
援
護
者
が
増
え
て
い
く
と
思
う
が
、
少
し
で
も
未
然
に
防
い
で
い
け
る
よ
う
協

力
し
て
い
き
た
い
。

【
実
践
編
】（
10
／
１
～
12
／
20
全
３
回
開
催
）

　
入
門
編
を
修
了
し
た
地
域
福
祉
委
員
会
が
、
地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の

手
法
を
学
ぶ
「
実
践
編
」
は
、
今
年
度
は
中
庄
町
、
西
二
口
町
、
東
任
田
町
、
三
ツ
屋
町
、

鍋
谷
町
の
５
つ
の
町（
内
）会
地
域
福
祉
委
員
会
が
受
講

し
、
12
月
20
日
㈭
に
閉
講
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
住
民
流
福
祉
総
合
研
修
所
長 

木
原
孝

久
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
住
民
流
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
づ

く
り
」
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
課

題
を
見
つ
け
る
方
法
や
、
課
題
解
決
に
向
け
て
の
方
策

を
検
討
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。「
漠
然
と
し
て
い

た
地
域
の
課
題
が
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
通
し
て
、
明
ら
か

に
な
り
、共
有
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
町
へ
持
ち
帰
り
、

考
え
て
行
き
た
い
」
と
、
意
欲
的
な
声
が
多
く
、
今
後
は
、
課
題
解
決
の
為
に
、
実
際
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
応
用
編
・
充
実
編
】

　
入
門
・
実
践
と
学
び
を
重
ね
、
地
域
福
祉
委
員
会
と
し
て
の
助
け
合
い
活
動
を
す
す
め
る

【
応
用
編
】
と
、
さ
ら
に
そ
の
実
践
活
動
の
充
実
を
め
ざ
す
【
充
実
編
】
の
活
動
が
す
す
ん

で
い
ま
す
。

【
応
用
編
】
…
浜
町
、
山
口
町
、
寺
井
町
横
町
、
新
保
町
、
宮
竹
町
、
和
気
町
の
地
域
福
祉

委
員
会
が
、
１
月
12
日
～
13
日
（
土
・
日
）「
第
６
回
全
国
校
区
・
小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ

ト
i
n 

K
O
B
E
・
ひ
ょ
う
ご
」
に
参
加
し
、
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
住
民
主
体
の
様
々

な
地
域
活
動
の
実
践
報
告
を
聞
き
、
今
後
の
活
動
に
活
か
す
視
点
を
学
び
ま
し
た
。

・「
情
報
交
換
で
き
る
行
政
・
社
協
と
の
関
係
を
積
極
的
に
作
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」

・「
既
存
の
地
域
の
仲
間
が
そ
の
活
動
に
、
地
域
福
祉
の
視
点
を
持
つ
こ
と
」

・「
地
域
で
の
孤
立
防
止
に
対
し
て
、
も
っ
と
真
剣
に
取
り
組
む
」

【
充
実
編
】
…
大
成
町
、
西
任
田
町
、
九

谷
町
、
泉
台
町
、
緑
が
丘
、
松
が
岡
の
地

域
福
祉
委
員
会
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
徴
を
活
か
し
た
先
駆
的
な
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
町（
内
）会
の
活
動
を

よ
り
広
げ
た
形
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
え
ん

が
わ
」
が
立
ち
上
げ
さ
れ
た
り
、
い
き
い

き
サ
ロ
ン
の
全
国
研
修
会
な
ど
で
の
事
例

報
告
な
ど
、活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
ヒ
ン
ト
探
し
講
座

　
　
　入
門
編
・
実
践
編
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

地域ごとにいろいろな課題があることが分
かりました。

修了証を受けて、地域福祉の推進役として
思いもあらたに！

講師から「課題を解決するのは、皆さ
んですよ！」とハッパをかけられる

『地域の課題を見つけて、誰が、
どのように見守ろうか…』皆で検
討を重ねています。
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12
月
18
日
㈫
、
寺
井
地
区
公
民
館
に
お
い
て
寺
井
地
区
の
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
は
じ
め
に
、「
地
域
支
援
事
例
紹
介
～
地
域
に
よ
る
支
援
の
大
切
さ
～
」
と
題
し
て
、
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー 

山
下
実
千
代
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
、
事
例
を
も
と
に
し
た
、「
公
的
な
支

援
と
地
域
と
の
連
携
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
新
保
町
、

寺
井
町
横
町
か
ら
「
民
生
委
員
児
童
委
員
と
福
祉
推
進
員
の
連
携
に
つ
い
て
」
の
事
例
が
報

告
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
話
し
合
い
の
中
か
ら
、
課
題
と
し
て
民
生
委
員
児
童
委
員
と
福
祉
推
進
員
と
の
連
携
の
あ

り
方
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
見
守
り
活
動
も
そ
の
町
会
ご
と
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」、

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
や
町
会
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
開
放
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
合
同
研
修
会
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
主
催
し
、
根
上
地
区
で

は
、
平
成
24
年
11
月
21
日
㈬
に
根
上
総
合
文
化
会
館
で
、
辰
口
地
区
で
は
、
１
月
24
日
㈭
辰

口
福
祉
会
館
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

能美市の高齢者の状況についての説明を受けました。

グループでの意見交換では、町の取り組みについて話し合
われました。

寺
井
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
と
福
祉
推
進
員
の

合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

合
同
研
修
会
を
終
え
て福

祉
推
進
員
か
ら

・
福
祉
推
進
員
に
な
っ
た
と
き
戸
惑
い

が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
町
会
の
役
員

と
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。

・
２
～
３
町
会
を
１
人
の
民
生
委
員
が

担
当
し
て
い
る
地
区
が
あ
り
、
各
町

の
福
祉
推
進
員
と
そ
の
民
生
委
員
と

の
連
携
が
と
り
に
く
い
。

・
福
祉
推
進
員
に
な
っ
て
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
今
日

の
研
修
会
で
は
、
民
生
委
員
と
意
見

交
換
が
出
来
て
、
他
町
会
の
方
の
話

を
聞
き
参
考
に
な
っ
た
。

福祉推進員による
民生児童委員との
連携した事例発表

民
生
委
員
児
童
委
員
か
ら

・
町
会
の
中
で
、
新
興
住
宅
と
旧
集
落
で

住
ん
で
い
る

　
住
民
の
年
齢
層
が
異
な
り
、
地
域
福
祉

の
意
識
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。

　

若
い
人
へ
の
お
願
い
も
、
壁
が
あ
り
、

町
会
の
中
で
連
携
が
取
り
づ
ら
い
状
況

が
あ
る
。

・
高
齢
者
一
人
暮
ら
し
の
方
で
、
病
気
・

事
故
で
緊
急
入
院
と
な
り
、
遠
方
の
家

族
や
近
隣
の
住
民
、
民
生
委
員
等
に
そ

の
情
報
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
の
、

身
元
確
認
や
連
絡
方
法
に
つ
い
て
、
そ

の
方
に
、
身
元
が
分
か
る
氏
名
な
ど
が

書
か
れ
た
も
の
を
常
時
携
帯
し
て
も
ら

う
よ
う
な
対
策
も
必
要
と
な
っ
て
く
る

と
思
う
。

・
他
町
会
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
現
状
が

分
か
り
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
っ
た
。

　
自
分
の
町
会
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
も

参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

3



　
１
月
23
日
㈬
、
29
日
㈫
に
ク
ア
ハ
ウ
ス
九
谷
に
て
、
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
ご
家
族

の
方
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
の
部
と
し
て
、
能
美
市
介
護
老
人
保
健
施
設
は
ま

な
す
の
丘
の
作
業
療
法
士　
明
福
真
理
子
氏
か
ら
、
施
設
で
の
介
護
の
様
子
や
、
介
護
者
の

疲
れ
を
取
る
体
操
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
食
事
や
入
浴
な
ど
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
、
午
後
か
ら
の
部
で
は
、

能
美
市
介
護
者
の
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
介
護
者

同
士
で
日
ご
ろ
の
思
い
や
悩
み
な
ど
の
話
し
合
い
を

し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
よ
り
、「
皆
さ
ん
の
お
話
を
聴
い
て
、
介

護
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。」

「
同
じ
立
場
の
方
々
と
話
が
で
き
て
、
ス
ト
レ
ス
が

解
け
た
。」
な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
、
癒
し
の
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
㈫
、
辰
口
中
学
校
１
～
３
年
生
の
有
志
1
６
５
名
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
辰
口
地
区
46
名
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
「
ひ
な
弁
当
」
が
配
達
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
お
弁
当
の
配
達
は
、世
代
を
超
え
て
、互
い
に
顔
を
あ
わ
せ
会
話
を
す
る
こ
と
で
、

心
の
ふ
れ
あ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
長
年
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
弁
当
を
配
達
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
お
年
寄
り
か
ら
逆

に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
来
年
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
お

弁
当
を
受
け
取
っ
た
高
齢
者
か
ら
は
、「
若
い
子
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
っ
た
。
自
分
の
ひ
孫
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と
の
声
が
聞
か
れ

て
い
ま
し
た
。

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
も
中
学
生
が
「
ひ
な
弁
当
」
で
友
愛
訪
問
を
行
い
ま
し
た
！

和やかに話合いをしました

～
公
民
館
開
放
で
絆
づ
く
り
に
取
り
組
む
～

『
新
保
町
地
域
福
祉
委
員
会
』の
活
動
報
告

地域福祉
委員会

特集!
　
新
保
町
地
域
福
祉
委
員
会
は
、
平
成
22
年
度
に
地
域
福
祉
委
員
会
活
動
ヒ
ン
ト
探
し
講

座
入
門
編
を
受
講
し
、そ
の
後
、段
階
を
踏
み
、現
在
は
応
用
編
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
の
実
践
編
研
修
で
、
住
民
流
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
取
り
組
み
か
ら
、

「
畑
作
業
が
で
き
る
季
節
は
お
互
い
の
畑
な
ど
で
高
齢
者
同
士
の
交
流
が
割
と
で
き
て
い
る

が
、
冬
場
は
交
流
す
る
機
会
が
無
く
な
っ
て
い
る
」と
い
う
課
題
を
見
つ
け
、
そ
の
こ
と
に

対
応
す
る
方
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
地
域
福
祉
委
員
会
の
中
で
、「
定
期
的
に
公
民
館
を
開
放
し
て
町
民
が
気
軽

に
ふ
れ
あ
い
交
流
で
き
る
場
を
作
れ
な
い
か
」「
ふ
れ
あ
う
こ
と
か
ら
町
民
同
士
の
支
え
あ

い
の
気
持
ち
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」と
話
し
合
い
、
そ
れ

ま
で
年
２
回
開
催
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
開
催
を
、
月

２
回（
第
２
、
第
４
水
曜
日
の
午
前
中
）の
公
民
館
開

放
事
業
と
し
て
、
平
成
23
年
９
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
公
民
館
開

放
に
よ
り
、
町
会
で
の
絆
づ
く
り
を
更
に
進
め
て
い

ま
す
。

男性も気軽に参加しています

～　 公 民 館 開 放 時 の 様 子　～

◎
世
話
役
の
感
想

 　

毎
回
20
名
く
ら
い
の
参
加
が
あ
り
ま
す
が
、
参

加
者
は
特
に
催
し
は
期
待
し
て
い
な
い
よ
う
で
、
参

加
者
同
士
ゆ
っ
た
り
と
話
し
合
え
る
こ
と
が
何
よ
り

と
い
う
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
ス
タ
ッ
フ
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
と
、
参
加
者
同
士

の
交
流
が
進
む
よ
う
、
ま
た
、
参
加
者
の
話
を
聞
い

て
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
知
り

得
た
情
報
は
他
に
は
漏
ら
さ
な
い
、
ス
タ
ッ
フ
同
士

譲
り
合
い
、
絶
対
無
理
を
し
な
い
で
、
長
続
き
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

民
生
児
童
委
員　
渡
辺
春
枝
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寄付御礼 平成24年11月21日～
平成25年 2月18日

（敬称略）

ありがとうございました
・粟生五五会（粟生町）
・登り窯やまぼうしの会
・今立　ツヤ子（吉光町）
・北陸労働金庫能美支店　地域推進委員会
・本田　昭夫（灯台笹町）
・匿名　1件

　昨今、高齢者のいる世帯が増え続ける中、多くの方
が健康面や生活面で不安を感じています。病気や老
化で身の回りのことができなくなってしまったら…。
　どんな、些細なことでもかまいません。

まずは、私たち（ケアマネジャー）に
相談してください！

　介護保険制度や高齢者福祉は、そんな皆さまを支
える手段の一つです。
　抱えている不安を解消できる方向性を提案いたし
ます。
　そして…いざ介護保険を利用することになったら

『ケアマネジャー』の出番です!!
※介護支援専門員（ケアマネジャー）て？

介護保険サービスを利用するための相談やケアプ
ランの作成・調整を行います。

　能美市社会福祉協議会には2ヵ所の居宅介護支援
事業所があり、計7名のケアマネジャーが住みなれた
町で暮らし続けるためのお手伝い
を行っています！

　1月30日 ㈬ 辰 口 健
康福祉センターにおい
て心配ごと相談所相談
員研修会が開催されま
した。
　例年、相談員の相談

技術の向上などの為に研修会を開いており、今年度
は、市福祉課職員から「市福祉総合支援センターの
相談・支援状況」の報告を受け、市民のかかえる多
様 な 生 活 課 題
な ど へ の 支 援
等 に つ い て 意
見 を 交 換 し ま
した。

　12月8日㈯、金城大学（白山市）にて開催された
日本地域福祉学会東海北陸部会において、能美市地域
福祉活動計画アクションプラン推進協議会長 高塚
亮三氏が、能美市地域福祉活動計画の取り組みを
紹介しました。
　高塚氏は、地域福祉委員会の活動や子育て支援の
活動、ボランティア推進活動など、多くの市民が積
極的に参加されている状況・報告や、毎年度、評価
を積み重ね、その結果をホームページで公開してい

ることなどを報告しま
した。また、分科会では
地域福祉活動計画に市
民が主体的に取り組む
重要性や行政との連携
の必要性などが、様々な
角度から、活発に議論さ
れました。

市民の身近な相談窓口『心配ごと相談所』
相談員研修会開催！

能美市地域福祉活動計画の推進状況
を紹介（日本地域福祉学会地域部会）

介護支援専門員(ケアマネジャー )の出番は？
～ケアマネジャーを上手く活用するために～

相談員同士の意見交換

心配ごと相談所は、行政相談員・人権擁護委
員・民生児童委員が相談員となり、市民の日常
生活上の心配ごとに応じて、助言や情報提供な
どを行い、市民の不安な気持ちを和らげ、安心
して生活できるよう設置されています。

市民参加の計画推進を報告

能美ねあがり居宅介護支援事業所
西任田町　TEL(0761)58-4351

能美ケアプランセンターたつのくち
緑が丘   TEL(0761)51-6760

お気軽にお問い合わせ・ご相談ください!!
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相談日のお知らせ
● 弁護士無料法律相談　 要予約 　午後1時30分～午後3時30分

相談日 開催場所 問い合わせ
3月 7日㈭ 能美市健康福祉センター「サンテ」 （寺井支所　☎58－6896）
3月19日㈫ 辰口健康福祉センター （本　　所　☎51－6020）
4月 4日㈭ 旧西任田保育園 （根上支所　☎58－4341）
4月26日㈮ 能美市健康福祉センター「サンテ」
5月 2日㈭ 辰口健康福祉センター
5月24日㈮ 旧西任田保育園

● 行政書士無料法律相談　 要予約 　午後1時30分～午後3時30分
相談日 開催場所 問い合わせ

3月14日㈭ 旧西任田保育園 （根上支所　☎58－4341）
4月18日㈭ 辰口健康福祉センター （本　　所　☎51－6020）
5月16日㈭ 能美市健康福祉センター「サンテ」 （寺井支所　☎58－6896）

※弁護士・行政書士無料法律相談については、時間は一人およそ30分、1日4名迄です。

 (H25年3月～5月分)

● 介護者はればれテレフォン
　午後1時～午後3時30分 予約不要

開催日 問い合わせ
4月10日㈬ 専用電話（☎58－4346）

※偶数月の第2水曜日、「能美市介護者の会」会員が相談員と
なり、介護をする上で心の悩みを電話でお聞きします。

平成24年度
能美市社会福祉協議会  会員会費結果報告

平成24年12月末

正 会 員
個人会員 635名  635,000円
組織・団体・法人会員 53社 325,000円

賛助会員
個人 3,967名 2,116,110円
団体・企業 305社 1,046,000円

合計　4,122,110円

● 心配ごと相談（～3月まで）
　午後1時～午後4時 予約不要

開催日 開催場所・問い合わせ

根上地区 毎月10日
　　25日

根上商工福祉会館
（根上支所　☎58－4341）

寺井地区 毎月 5日
　　20日

寺井地区公民館
（寺井支所　☎58－6896）

辰口地区 毎月 1日
　　15日

辰口福祉会館
（本　　所　☎51－6020）

※4月、5月の日程につきましては、市広報のみ4月号でお知らせ致します。

● 親子サロン（ママ友相談） 予約不要
開催日 開催場所

根上地区 毎週 月曜日 旧西任田保育園
午前 9時30分～午後1時30分

寺井地区 毎週 土曜日 ふれあいプラザ
午前10時00分～午後2時00分

辰口地区 毎週 火曜日 辰口健康福祉センター
午前 9時30分～午後1時30分

※根上地区は4月から、毎週木曜日に変更になります。
※根上地区 5月2日
　寺井地区 3月30日、4月27日、5月4日
　辰口地区 4月30日　はお休みです。● ほっとあんしんサロン

　午後1時30分～午後3時30分 予約不要
開催日 開催場所・問い合わせ

3月13日㈬
4月10日㈬
5月 8日㈬

旧西任田保育園
（根上支所　☎58－4341）

※高齢期を迎えての健康や、暮らし方の不安、また介護をし
ていての心の悩みなど、日頃の思いを気軽に語り合いませ
んか。「能美市介護者の会」会員がスタッフとしてお待ちし
ています。どなたでも、お気軽にご参加下さい。

これからの予定 平成25年3月

3月
1日㈮～

10日㈰

よろっさ　やろっさ　つなごっさ！
春まち ぽかぽか プロジェクト

（能美市地域福祉活動計画の推進の報告会とし
て開催）
会場／市内各会場で開催

※詳しくは、2月1日に全戸配布さ
れましたチラシをご覧いただく
か、能美市社会福祉協議会HPを
ご覧ください。

あわせて、能美市地域福祉活動計画 第1次
（5年間）のまとめの報告もあります。
期日：平成25年3月10日㈰
時間：午後2時30分～午後3時
会場：寺井地区公民館

※市民が積み上げてきた身近な地域
福祉活動の取り組みについて、ぜ
ひお聞きください。

28日㈭
能美市社会福祉協議会　理事会
時間／午後1時30分～
会場／辰口健康福祉センター

29日㈮
能美市社会福祉協議会　評議員会
時間／午後1時30分～
会場／辰口健康福祉センターたくさんのご協力、ご理解をありがとうございました

6



根上ボランティア・コミュニティ活動支援センター（旧西任田保育園内） TEL 58－4341　FAX 58－4361
寺井ボランティア・コミュニティ活動支援センター（ふれあいプラザ内） TEL 58－6896　FAX 58－6827
辰口ボランティア・コミュニティ活動支援センター（辰口健康福祉センター内） TEL 51－6020、51－6600　FAX 51－6677

ジュニアボランティアクラブ ～活動報告～
11月18日㈰　「能美市手をつなぐ育成会のふれあいもちつき会に

参加して、交流の楽しさを知ろう」
　育成会のみなさんと一緒にお餅をつき、あんこやきなこをまぶして味わい
ながら交流を深めました。代表の方から、「地域で障害を持つ子供たちとの
ふれあいを大切にしてほしい」とお聞きし、同じ地域に暮らす仲間への思い
やりを学びました。

11月25日㈰　「里山感謝祭に参加して、里山の自然保護の
ボランティア活動を体験しよう」

　「能美の里山ファン倶楽部」の方から、里山の環境保全の活動について説
明を受け、翠星高校のボランティア部の生徒と一緒に、ササユリの植栽やき
のこ狩りを行いました。高校生の中には以前にジュニアボランティアクラブ
に参加していた生徒もいて、先輩から、ボランティアがとても大切な活動で
あることを話してもらいました。

12月23日㈰　「歳末たすけあい街頭募金と今年度の活動を振り返って意見交換」
　根上地区民生委員児童委員の皆さんと歳末たすけあい街頭募金活動を行
い、地域の方々のために募金が使われていることを学びました。また、最後
に、今年度の活動を振返り、知ったことや、学んだことを話し合いました。「い
ろいろなボランティアがあることがわかった。何か人のためになるような、
自分でできるボランティア活動をやっていきたい」と発表し合いました。

プルタブ収集のご報告
いつもたくさんの団体や個人の皆さんからご協力をいただき、誠にありがとうございます。
H24.12～ H25.2、プルタブの収集にご協力下さった方々を一部紹介させて頂きます。
福岡小学校、グループホーム「金さん銀さん」、中庄町町内会、大釜屋保育園、福岡保育園、福島保育園、大成保育園、山口保育園、南
部保育園、宮竹保育園、北部児童センター、辰口中央小学校、市商工会女性部、寺井地区民生委員児童委員協議会　（敬称略・順不同）
引き続き、ご協力をよろしくお願いします。プルタブの持ち込みは社会福祉協議会本所・支所へお願いします。

身近な収集ボランティア活動にご協力を!! お願い
書き損じハガキ・使用済インクカートリッジ(Canon、EPSON純製品)の収集にご協力ください。
書き損じハガキ➡国際保健活動支援に　　使用済みインク➡リサイクル推進・ベルマークとして教育活動の支援に
他、使用済み切手、テレフォンカードなども収集しています。

　1月15日㈫の「喫茶あい・テラス」には、親子サロンの利用者の方が多く立ち寄られ、ボランティア
の指導により、親子で干支の小物づくりを体験しました。ママ達と同世代のボランティアの方も多く、和
やかな交流の輪が広がっていました。次回は3月5日㈫午前10時から辰口健康
福祉センターで喫茶を開催します。どなたでも自由に、お気軽にお越しください。

後片付けまでがボランティア活動

高校生に教えてもらいながら、
植栽にチャレンジ！

意見交換会ではジュニボラの活
動で気づいたことを発表

♡喫茶コーナー　“協力：はまなす作業所”
　ドリンク：コーヒー・ゆず茶　スィーツ：クッキー・マドレーヌ　各100円
♡ボランティア活動体験コーナー　老若男女どなたでも簡単に体験できます。
♡ボランティア活動展示＆掲示板　「○○したい、してほしい」情報が集まる場所です。見に来てください。

気軽にボランティアセンターに来てみませんか？

お知らせ ★皆様から寄せられたプルタブを換金・積立し、今年度初めて市内福祉施設5か所へ車椅子を贈呈すること
となりました。3月10日㈰13時15分～　寺井地区公民館にて贈呈式を行います！

情報

情報
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こちらからは　さぁ、あなたも自分にできることを！
能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターだより

通称：「ボランティアセンター」だより通称：「ボランティアセンター」だより通称：「ボランティアセンター」だより通称：「ボランティアセンター」だより

ボランティア登録数
3,385

86
(個人も含め)人

グループ

（H25.3.1現在）

〒923-1226 能美市緑が丘十一丁目50番地1
 （辰口健康福祉センター内）
◉ 本所・辰口支所 （☎ 51－6020　FAX 51－6677）
◉ ヘルパーステーション能美（☎ 51－6767　FAX 51－6677）
◉ デイサービスセンター能美（☎ 51－6683　FAX 51－6677）
◉ 居宅介護支援事業所　能美ケアプランセンターたつのくち

（☎ 51－6760　FAX 51－6677）

〒923-1121 能美市寺井町ク9番地6（ふれあいプラザ内）
◉ 寺井支所 （☎ 58－6896　FAX 58－6827）

〒929-0102 能美市西任田町ロ23番地（旧西任田保育園内）
◉ 根上支所 （☎ 58－4341　FAX 58－4361）
◉ 能美市ファミリー・サポート・センター

　 （☎ 58－4342　FAX 58－4361）
◉ 居宅介護支援事業所　能美ねあがり居宅介護支援事業所

　 （☎ 58－4351　FAX 58－4352）

団塊世代向け“パソコンサポーター塾”開催中!!《 》2/6・2/20・3/6
全3回 コ ー ス情報

こちら側からの 2 ページは、能美市ボランティア・コミュニティ活動支援センターからのいろいろなボランティ
アに関する募集や、“知って得する・役立つ”情報を、見やすくまとめて掲載していきます。皆様からのご意見、
ご質問にもお答えしていきますので、どんどんホットな情報やお声をお寄せください。

社会福祉法人 能美市社会福祉協議会  nomi@nomi-shakyo.jp
ホームページ http://www.nomi-shakyo

　平成25年2月6日㈬から、団塊世代向け“パソコンサポーター塾”が
辰口健康福祉センターで行われています。参加者同士、和気あいあいと
楽しみながらパソコン技能を高め、ボランティアの情報発信や情報交換
のサポーターグループとなることを目指しています。講師の西川方敏氏

（能美システムデザイン主宰）の指導により、コンピューター用語の意味やイ
ンターネットのいろいろなサービスなどを学び、3回目の3月6日㈬には、
情報発信やこれから地域で出来る事を話し合う予定をしています。（春ま
ちぽかぽかプロジェクトのプログラム11として開催、どなたでも参加できます。）

　市内の企業・事業所・商店・福祉・医療機関等では、「地域のために」の思いを込めて、地域貢献・ボ
ランティア活動などが盛んに行われています。その活動をこのコーナーで順次ご紹介していきます。初回
は、「春まちぽかぽかプロジェクト」のプログラムにも参加されている「鶴来信用金庫」さんです。

「鶴来信用金庫」　～地域に愛される活動を積み重ねる～
・職員で編成するバンド「クレインズ」の施設や地域での演奏活動　年間30回
・里山保全活動や、地域の清掃活動　年間15回
・東北での災害ボランティア活動参加等　年間5回
担当中川氏談「クレインズのメンバーは10名、職員の趣味ではじめた活動を勤務の
バックアップ体制など、組織全体で応援し、現在の演奏活動は年間約30回を数えます。
松浦理事長より、地域のクリーンキャンペーンなどに参加することは企業市民として
当然の義務であり、今後は、各支店ごとに、その地域に則した自主性のあるボランティ
ア活動を推進するという方針が出され、組織全体で地域貢献を進めています。単発で
終わらせず、職員全体の意識を向上させながら活動を積み重ねたいと思います。」

インターネットについての危険性など
を体験しました

音楽バンド「クレインズ」

★新企画

鶴来信用金庫
総務部　次長
中川　守氏

≪企業の地域貢献・ボランティア活動紹介コーナー≫ 連 載 No.1
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